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・1977年3月 早稲田大学商学部卒業

・1977年4月 株式会社仙台水産入社

・1990年3月 同退社

・1990年4月～ 株式会社さくらい水産入社

・現在 ゆりあげ港朝市協同組合 代表理事

株式会社かわまちてらす閖上 代表取締役

一般社団法人貞山運河ネット 会長

自己紹介

東日本大震災で甚大な被害を受けた地域の復興に努めてきた。

地域の発展のため、未来の世代のための「まちづくり」を目指している。



仙台市の南隣、名取市の沿岸部

一級河川名取川の河口、日本最大の貞山運河が流れる

伊達藩のお膝元の港として長い歴史を持つ港町

赤貝の名産地として全国に出荷、近年はしらす漁も

1.閖上地区とは

東日本大震災による被害状況（名取市）

■最大震度：6強 ■死者行方不明者数：965名(うち閖上709名)
■津波の高さ：最大9.09m ■家屋被害：16,796戸
■浸水距離：5.5km

震災前5000人強だった人口は2000人まで減少

住宅が密集していた海に近い地区は非居住地区となる

区画整備に時間がかかり、戻って来ない住人も多い

商業も同様に、職住近接であった地域は分離された



親水護岸(テラス)[国]

河川防災ステーション[国]

水防センター[市]
震災復興伝承館

･にぎわい拠点[市]

管理用通路(散策路)[国]

植栽･休憩･照明施設[市]

側帯[国]

高水敷整正[国]

乗船用桟橋[市]

親水護岸(スロープ)[国]

親水護岸(船着場)[国]

管理用通路(散策路)[国]
高水敷整正[国]

･広場整備[市]

側帯[国]

（商業施設／かわまちてらす閖上[民]）

令和４年度整備完了

2.閖上地区かわまちづくり事業

＜閖上地区かわまちづくり事業整備概要＞

＜にぎわい拠点付近＞

河川堤防 側帯

■登録 ：平成26年12月

■事業期間：平成27年度～令和9年度

■事業費 ：6.62億円

■かわまちてらす閖上(商業施設)：平成31年4月開業

■名取市震災復興伝承館：令和2年5月開館

（社会実験）

■都市・地域再生等利用区域：令和3年3月指定

国土交通省が、水辺を活かして地域の賑わい創出を目指す「かわまちづくり」
を推進するため、平成２１年度に「かわまちづくり」支援制度を創設し、
市区町村等からの申請に基づき計画の登録を行い、ハード・ソフト両面から
支援を行う取り組み。名取市の復興計画とともに整備が行われました。



3.商業施設整備

施設名称：かわまちてらす閖上
施設面積：敷地面積 約4,500㎡
施設規模：木造平屋建３棟（津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金）

：併設戸建店舗（中小企業等グループ補助金）
出店者数：22事業者26店舗
整備費総額：３.３億円（消費税抜き）
オープン日：2019年4月25日



4.まちづくり会社の設立

出店者のうち閖上地区で被災したのは7社。すでに再建を遂げていて地元から
の出店者は少なく、賑わいを創出するための店舗数を確保するため公募し、
多くは仙台市から出店、隣県の山形県や福島県から複数社出店しています。

閖上の「復興のシンボル」となるべく掲げた目標

① かつての閖上商店街の再生
② 地域住民の生活を支える役割
③ 地域交流の拠点としての役割

①閖上のソウルフードといわれる
ラーメン店やカツ丼屋が再建

②八百屋･魚屋･コインランドリー･
美容院など、地域住民のための
生活関連サービス業

③宮城県や閖上の名産品・グルメを
取り揃え、名取川の絶景を眺める
ロケーションと共に高い評価をい
ただき、県内外から多くの観光客
が訪れる



5.まちづくり会社としての活動状況

毎週金曜実施の清掃活動

台風による増水後は親水護岸の泥掻きを実施

水辺de乾杯2019の様子

商業施設として賑わいを創出し、利用者が安全に水辺空間を楽しめる環境づ
くりのための環境整備（草刈・ゴミ拾い）をテナントが主体となって実施し
ています。また、河川を活かしたイベントも開催し、令和３年に都市・地域
再生等利用区域に指定され、令和５年には河川協力団体に指定をいただく。
令和３年度「かわまち大賞」を受賞。

草刈



6.国交省との取り組み

トゥクトゥク無料シャトルバス運行



大盛杏子
復興応援プロジェクト

全国からひまわりの苗を受入れ

堤防天端のロードバイク試乗会 ウォータースクリーン
プロジェクションマッピング

7.受け入れイベント



大盛杏子
復興応援プロジェクト
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宮
城
県
物
産
振
興
協
会

地
元
バ
ン
ド

コ
ス
プ
レ



8.主催イベント

こたつテント実験



店舗対抗！芋煮の味自慢対決！ 堤防天端のスーパーカーショー 地元住民との交流

8.主催イベント



3.11献花台

8.主催イベント(かわまち夜市/第二土曜の午後)



3.11献花台 フォトスポット(BLUEモニュメント)

周遊船運航（販売管理） ブランコ（フォトスポット）

9.その他の取り組み

献花していただいた方にポストカードを毎年配布



○仙台海手ネットワーク
○貞山運河ネット
○藤塚地区かわまちづくり協議会

10.ネットワーク



11.現状の課題

観光コンテンツの造成
・アクティビティ型が必要

ナイトコンテンツの造成
・17:00にはほとんどの店舗が閉まる
・客足はほぼ無い

地域住民との連携･交流
・買い物客は少ない
・交流する機会は少ない

乗用車以外でのアクセスが悪い
・公共交通機関が少ない（土日祝は最終バス18:57）

一緒に活動する人材・若手商業者を増やす
・主体的に参加できる人材の育成

持続可能なイベント計画
・運営資金の確保
・テナントによる協力が必要不可欠

ハンドルキーパー運動に
シフトチェンジ
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